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地域おこし協力隊とは、
　条件不利地域等の地方公共団体が都市
地域から地域の活性化に意欲のある人材
を「地域おこし協力隊」として受け入れ、
地域課題の克服と共に本人の定住化を図
ろうというものです。

【問合せ先】
　いすみ市地域おこし協力隊
　　大原庁舎（２階）　企画政策課内
� ☎︎６２－１３８２
　後藤　啓一（メール）
　　goto.isuming@gmail.com

　

こ
の
春
、
松
丸
の
畑
の
一
角
に

は
「
給
食
野
菜
畑
」
の
看
板
が
立
ち

ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
は
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
、
多
く
の
移
住
者
が
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
更
に
多
く
の
学
校

給
食
野
菜
生
産
メ
ン
バ
ー
が
必
要
で

す
。
学
校
給
食
用
の
野
菜
づ
く
り
に

ご
関
心
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ

い
。
一
緒
に
い
す
み
市
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
！

①�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
で
作
業

を
し
て
い
る
皆
さ
ん

②
給
食
野
菜
畑
の
看
板

　
本
年
度
は
長
ネ
ギ
に
加
え
、
玉
ね

ぎ
、
じ
ゃ
が
い
も
を
出
荷
で
き
る
よ

う
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

い
す
み
市
の
未
来
に
向
け
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
で
私
た
ち

の
生
き
方
や
価
値
観
に
変
化
が
や
っ

て
来
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
い

す
み
市
の
子
ど
も
達
や
家
族
、
農
業

の
未
来
を
、
地
産
地
消
・
無
農
薬
有

機
野
菜
の
取
組
で
作
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
食
材
が
地
産�

地
消
・
無
農
薬
有
機
野
菜
に
！

　
現
在
、
市
内
小
中
学
校
の
給
食
用

の
お
米
は
、
全
量
が
地
元
産
の
無
農

薬
有
機
米
「
い
す
み
っ
こ
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
外
、
県
外
の
皆
様
か

ら
も
市
の
学
校
給
食
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
続
け
と
、
学
校
給
食
用
の

野
菜
も
一
部
が
地
元
産
の
無
農
薬
有

機
野
菜
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
給
食
用
に
無
農
薬�

�

有
機
野
菜
を
育
て
る

　
昨
年
春
か
ら
、
市
内
で
以
前
か
ら

学
校
給
食
用
の
野
菜
作
り
を
さ
れ
て

い
た
有
機
農
業
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
や

夷
隅
農
業
事
務
所
の
普
及
指
導
員
、

市
の
農
林
課
の
職
員
に
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
松
丸
に
あ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
フ
ァ
ー
ム
で
無
農
薬
有
機
野
菜
の

栽
培
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
こ
の
フ
ァ
ー
ム
か
ら
長

ネ
ギ
を
学
校
給
食
用
に
出
荷
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２０１８年９月にいすみ市
地域おこし協力隊に就任し
た後藤啓一さん。市の農業
や自然環境の保全に向けた
活動を行っています。
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